
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お弁当ごっこの日、朝から水筒を眺めながら

「まだお弁当作らないの？」「お腹すいちゃっ

たよ」と楽しみにしている子どもたちでした。

いよいよご飯の時間、パックにおかずを詰め、

自分でおにぎりを握って保育園の好きな場所で

食べました。ホール、階段、廊下…、自分の好

きな場所に行き、お弁当を食べることができま

した。いつもと違う特別なお弁当はとてもおい

しかったようで、皆にこにこ笑顔で食べてくれ

ました。お忙しい中、水筒をご用意していただ

き、ありがとうございました。 

きりん組の間では、じゃんけん列車や椅子取り

ゲームがブームになっています。遊んでいる中

で自然と始まるようで、最初は自分たちで椅子

を用意して、手拍子や歌をうたっていました。

ゲームをしていると、参加していない子も応援

したり、手拍子や歌で盛り上げてみたり自分の

スタイルで参加しています。負けた時に悔しい

という気持ちもありますが、心が成長してきた

ことですぐ「次は負けないぞ！」と切り替え、

楽しんでいます。今後も、いろんなゲームを 

みんなで取り組んでいきたいと思います。 

ある日、給食の時間に「給食の先生に食べた

いものを書いてお手紙を送ろう！」と誰かが

提案をしました。食べることが大好きなきり

ん組の子どもたちはもちろんみんな大賛成！

すぐに相談し、もも、パイナップル、メロ

ン、からあげ、やきそば、オムライスなどの

メニューが出ました。そして、あいうえお表

とにらめっこをしながら手紙に書き、給食の

先生に届けに行きました。少しずつ文字に興

味を持ち始めています。日常生活の中でも文

字に触れるきっかけを見逃さず、活動として

楽しみながら関わっていきたいと思います。 

おじいちゃん、おばあちゃんを招いておこな

うランタンつくりを毎日楽しみにしていまし

た。根気のいる製作でしたが、普段と違う雰

囲気から楽しんで取り組んでいたように思い

ます。また、ランタン作りの後にはお部屋で

玩具や仲良しの友だちを紹介できたこともと

てもうれしかったようです。中にはお見送り

することが寂しくて離れ難い子もいるくら

い、楽しい時間を過ごすことができました。

子どもたちから「また来てほしいね」という

声が自然と出てくるほど素敵な会となりまし

た。ご参加いただきありがとうございまし
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お弁当ごっこ じゃんけん列車 

お手紙書いたよ！ ランタン作り 

 先日はお忙しい中、運動会にご参加いただきありがとうございました。大きな会場でたくさんの

方に見守られながらバルーンをおこなえたことは子どもたちにとって特別な経験になったと思いま

す。今後もバス遠足、あそぼう会など行事が目白押しなので一つ一つ楽しんでいきます。 


